
（別紙３）

～ 令和８年　３月　１５日

（対象者数） 87 （回答者数） 46

～ 令８年　　3月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

更なる意欲の向上に向けて、課題を細分化し、スモールス
テップで取り組むことで達成感をこまめに味わえるような目
標設定にする。

2

相談は随時受け入れてはいるが、より相談しやすように相談
できる旨の掲示物を貼ったり職員が保護者に声かけするなど
し、より良い家族支援が行いやすい環境づくりをする。

3

就学に向けての説明会の時に、より分かりやすい説明を行
い、質問しやすい環境づくりを行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

欠席時対応加算を取ることにより、予定が合わない場合に
は、早めにキャンセルの連絡をもらい、キャンセル待ちをし
ている人が入れる体制を作る。

2

3

個別指導や小集団での指導により、本人の現在の状況に合わ
せて支援ができる。

特に個別指導では、前回の支援の反省や到達度を考えて、今
回の課題の設定を行い、本人に合わせたプログラムを毎回作
成している。

○事業所名 常総市児童デイサービスセンター（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和8年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年　3月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　7月　10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

親子通所のため、指導前に自宅での様子を聞いたり、指導中
や指導後すぐに本日の様子のフィードバックができる。保護
者からの相談にも対応できる

児童本人だけでなく、学校や家庭の環境などを保護者との話
の中で聞き取りができるよう、普段から話しやすい雰囲気づ
くりをしている。

教育委員会と連携し、就学に向けての説明会や就学相談の調
整を行っている。

就学についてのスケジュールなどを事前に提示し、発達検査
などは事前に病院や保健センターへの申し込みを行うように
年中の後半から声かけを行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

年度の後半に利用人数が増えてくると、定員が１０名のた
め、希望する曜日や時間に利用ができない。

市内全域から利用しやすいように、主たる・従たる事業所が
あるが、登録者の受け入れ人数を制限せず、定員に沿って受
け入れを一日１０人にすると、一人当たりの利用回数は減っ
てしまう。

事業所における自己評価総括表公表


